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概要
エッセイ、記事、または本では、序文は、次の文章の目的と目標を示す始
まりのセクションです。一般的に次には、本文と結論が続きます。

序文では、通常、ドキュメントの範囲を説明し、ドキュメントの簡単な説明
または要約が記述されます。また主なテキストの一部でない場合、エッ
セイに重要な要素を説明することもできます。読者は、実際に読む前に
以後のテキストについての考えを得ることができます。

目的
人またはシステムが限られた時間枠内で可能な資源を利用して達成す
ることを目指している特定の結果のことです。一般に、目標はゴールより
も具体的で測定しやすいです。オブジェクティブは、すべての計画および
戦略活動の基礎となる基本的なツールです。方針を作成し、パフォーマ
ンスを評価するための基礎として機能します。ビジネスオブジェクティブ
の例としては、経費の最小化、国際的な拡大、または利益の獲得が含ま
れます。
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ミライユ��のあゆみ

2003年 前���「株式��ニッケン」�業

個���「ニッケン」を河���が�業

2016年 「ニッケン」代�責任者に河���が�任

2017年 「株式��ミライユ��」へ���更

代����に河���が�任

金属�⼯油の⾃��品「ミライユ」�売開�

2019年 ボイラー⽤重油�売�び��作業開�

⼆重�に�更

2021年 「エコアクション２１」���得

「�業��物����業」�可�得

������

2022年 トイレ浄��

2023年 ２���⼯事

エコアクション21を��・��から4年��しました。



〜 すべては仕事の先にある笑�のために 〜
�の�⾜度の�いサービスの提供を⽬指して。

ミライユ��は油�を�じて「お�さまのお�に立つ」ことを�がけ、⽣�現場に�じた�  �な油�を
提�いたしております。

 ��に使⽤している�へ���を伺うことから�まり、その現場に��な性�の油�の��、  購��
も快�に使⽤し�けるためのアフターケアなど、�売のみならず、油�に�わる��  をサポートしてい
ます。

 また、⾃��品の���売を⾏い、「金属�⼯性�の向上」は元より「�体への��性」  「作業��の
快�性」さらには「地���保�」を�野に�れ、�品�で��負荷の�ない  �材料を��し、より良
い�品をつくり�せるよう研�開発に�り�んでいます。  

�業活動においては、�⽤⾯での�⾜度とともに、�の�⾜度を�得できるよう�めております。

 �の中が便利になり、�と�との��が希�になりつつある時代だからこそ、『�』の�が  りを⼤切に
したいと�えています。

〜  すべては仕事の先にある笑�のために〜  

お�さまの喜びが⾃�の成�に�がり、⾃�の成�が�員の�せに�がることを�み、�員  �員が働き
やすい��づくりと、�りを持てる��となれるように�めます。

そして『�を⼤切にし』、�たな�野へも挑戦し、さらなる発�を⽬指します。

 ⽇々の⾏動のひとつひとつが『�界を円滑にする』、その�⼀�となることを�じて、�員  ⼀同��し
てまいります。

 どうぞご�援、ご指�のほどよろしくお願いいたします。

河合 雄介



������・��理念������・��理念

1.������制や当�が�束したことを��します。

2.��⼯夫による省エネルギーにより⼆������量の削減に�めます。

3.��ロスをなくす等、��物の発⽣�制に�めます。

4.�正な利⽤により�使⽤量の削減に�めます。

5.��などの�正�理に�めます。

6.オーダーメイド油�によりお��の⽣�性向上と

7.5S活動み�り�むことにより働きやすい�場の��を作ります。

8.地域や��団体の��活動に積�的に��します。

経営理念「～縁を大切にし、世界を円滑にします～」
「�⽣は�と�の�で形成されている」という思いから、�たちは��先、仕�先、⾃
��員、��う�ての�、ひとりひとりの「�」を何よりも⼤切にしています。

この�界の�々と�品、サービスを�じて��い、�がり、良きパートナーとなり笑�
の��で�界を円滑にしたいと願っています。

その�現のために、�たちは�員⼀�となり未来に挑み�けます。

環境経営理念
�たちは「�を⼤切にし、�界を円滑にします」という��理念を�現するために、�
業である金属�⼯油の⽣�を�じて、地�温暖�問題への�り�みや地域の��活動に
⾃主的・積�的に�り�みます。

お��の��負荷�減に貢�できる�品を�率よく、お��に提供することが当�の⼀
�の���策と�えて、従業員⼀�となって��的に��活動に�り�んでまいりま
す。

環境保全への行動指針

制�⽇� 2020年10⽉１⽇
��⽇�

代���� 河� ��



��

従業員   � 6�

�べ�⾯積 ㎡ 535㎡

��に配慮した油�の��

オーダーメイド油�

��の��と��・��の����・活動��の��と��・��の����・活動

��の��
1.事業者�

代�者�
株式��ミライユ��
代���� 河� ��

2.�在地 ��  ⼤���尾�⼤⽵１丁⽬51�地

3.���理責任者 代���� 河� ��
���理担当者 �理�� 河� ��
��先 TEL:（072）941-2311

4.事業内� ⼯業�油���、⼯作�械潤滑油�売

⼯作�械油�メンテナンス5.事業の�模

売上� 11,610万円

6.事業年度 10⽉1⽇  〜  9⽉30⽇

□��・��の����・活動
������ 株式��ミライユ��
��事業者� �   �
��活動�

□事業や�品（�品）の��
⾃��品「ミライユシリーズ」
・金属�⼯油・潤滑油・��油・��・灯油・重油
・グリース・⾃動⾞オイル・金属�⼯油⽤���
・���・⼯業⽤⽯�・⼯業⽤�材・�⼯油���材

主���メーカー
・ENEOS・����・コスモ油�ルブリカンツ・シェル・モービル・エバーケミカル⼯業
・AGC・⽇�⼯作油・⽇�グリース・コスモ油�



代�者

��  河�  ��

���理責任者

河�  ��

⽉例��

河� ��

��事�局

河� ��・河� 希

�理�

河� ��

���

⼤� �

代�者
代������

河� ��

���理責任者

��・責任・��

・����に�する�括責任

・��システムの��に必�な�・��・�⽤・時間等����を��

・���理責任者を任�

・������の策�・⾒�し

・����⽬標・������書を��

・代�者による�体の�価と⾒�し、指⽰

・����レポートの��

・����システムの構築、��、�理

・������等の�りまとめ�を��

・����⽬標・������書を��

・��活動の�り�み�果を代�者へ�告

・����レポートの��

��事�局

・���理責任者の��、⽉例��の事�局

・��負荷の⾃⼰チェック�び��への��の⾃⼰チェック��

・����⽬標、������書��の作成

・��活動の����

・������等�りまとめ�の作成�び����理

・������等�りまとめ�に基づく���価の��

・����の��コミュニケーションの�⼝

・����レポートの作成、�開（事��に�え付けと地�事�局への�付）

⽉例��
・������の��

・��活動��の��・�価

�従業員
・����の理�と��への��の重�性を⾃覚

・決められたことを�り、⾃主的・積�的に��活動へ��

��システム��システム



項⽬ 単� 2021年 2022年 2023年

⼆�������量 kg-CO₂ 13,759 14,324 14,727

��物��量

⼀���物��量 kg 207 202 221

�業��物��量 kg 5,650 3,280 3,000

�使⽤量 ㎥ 77 74 62

⼆�������� ���� 0.494 0.452 0.452

電⼒�� ENEOS ENEOS ENEOS

採⽤年度 2018年度 2021年度 2021年度

             年度

 項⽬

基�� 2023年 2024年 2025年

（基�年） （⽬標） （��） （⽬標） （��）

電⼒の⼆����削減

�単�

kg-CO₂ 3,498 3,463 3,814 × 3,429 3,394

基�年度� 2022年 99% 109% 98% 97%

kWh/千円 0.067 0.066 0.071 × 0.065 0.065

⾃動⾞�料による
⼆����削減

kg-CO₂ 9,518 9,423 10,038 × 9,328 9,233

基�年度� 2022年 99％ 105％ 98％ 97％

上�⼆������量��      kg-CO₂ 13,017 12,887 13,852 × 12,756 12,626

⼀���物の削減
kg 202 188 221 × 188 182

基�年度� 2022年度 93％ 109％ 93％ 90％

�使⽤量の削減
㎥ 74 73 62 73％ 72％

基�年度� 2022年 99％ 84％ 98％ 97％

��の�正�理 ⾏動⽬標（�項による）

オーダーメイド油�の
開発と�� ⾏動⽬標（�項による）

�内���� ⾏動⽬標（�項による）

主な��負荷の��主な��負荷の��

※⼆�������� 0.452kg-CO₂/Wh ENEOS 20年度 ���の��
※⼆�������量には、LPGと灯油の使⽤量も�まれます。

����⽬標�びその������⽬標�びその��

�
価



��⽬標と�� �成状況

���� �成状況

・��温度の�正�（冷�27℃・暖�18℃）

・不�照�の消灯

・夏野菜の��

基準年 今年
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������の���果とその�価、�年度の������������の���果とその�価、�年度の������

夏場は27℃
�場は18℃で使⽤

（�場は主に⽯油ストーブを使⽤）

電⼒による⼆������量の削減

��⽬標
⽬標 3,463㎏-CO₂
�� 3,814㎏-CO₂

わが�のCO₂削減の��み
こまめな消灯などを�がけるのはもちろんのこと、エアコンの�正温度を掲⽰し可��するなど地�に�り�んで
います。
�内の�きスペースに��したプランターでは、夏になす・きゅうり・トマト・万願����を��し、�味しく
いただきました。

�年度��は
�年度は1�での��が必�な�品の受�が夏場の冷�を使う時期に�中したため、CO²��量が��してしまい
ました。�年度は1�作業スペースの��⼯事を��する予�なので、⽼��に�い�下していた冷��率の��
が�めるのではと期待しています。
また�期から��したファン付き作業服もうまく活⽤していきたいと思います。

�き�き基�的な�電活動は��して��していま
すが、�年度は���員が��し研�等で���を
使⽤することが昨年度に�べて�かったことや、�
暑の��と受���の期間が重なり、CO²��量が
��。１�での作業中に冷�を使⽤する時間が�く
なったことが��だと�えています。

�暑の��で電⼒使⽤量��

消�電⼒の��

×



基準年　合計:2,513ℓ 今年　合計:3002ℓ

10
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基準年　合計:1,430ℓ 今年　合計:1,191ℓ

10
月 11月 12

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
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��⽬標と�� �成状況

��⽬標 9,423㎏-CO₂   �� 9,518㎏-CO₂
⽬標� 99％   105％

���� �成状況

・アイドリングストップ

・�果的なルートで配�

・エコドライブステッカーを�内に貼付

・⾛⾏�離の��

��先さんの
�在地を⼀⽬で

把�できるように
なっています。

⾃動⾞による⼆������量の削減

���員の��により使⽤�度が��
主に配�に使⽤する3トントラックは６期にDPF付き
のものへ�更したことで軽油の使⽤量は⼤幅に削減で
きました。
ですが、���員の��により��先への��回り等
が�え、�業⾞の�働率が上がりガソリンの使⽤量が
��。
事��内に⼤きな地�を貼り�すなど、ベテラン�員
でなくても��先の����を把�でき�率的な配�
ルートを�めるように⼯夫しています。

�年度��は
６期にDPF付きトラックを��したことで、軽油の使⽤量は⼤幅に�えられたので、
トラック�果的な配�ルートの��と、積み�れ�⽌の声掛けは��して��していく
とともに、⾛⾏�離の��も項⽬に��した⾞�点�リストの��も��しています。

ガソリン 軽油

 �⽤⾞に
プラグインハイブリット⾞を採⽤。

DPF��付きトラックの��で
��向上。

×

×



��⽬標と�� �成状況

��⽬標 192kg   �� 109kg
⽬標� 95％   109％

���� �成状況

・�別の��

・シュレッダー��のリサイクル�

・��材の再利⽤

0 50 100 150 200 250

2022年度

目標2023年度

実績2023年度

目標2024年度

目標2025年度

202

192

221

188

182

��⽬標と�� �成状況

��⽬標 73㎥   �� 63㎥
⽬標� 99％   �� 84％

���� �成状況

・��シールのはりつけ

・トイレ⼿洗い場�の�量削減

・トイレ⾃動��により�量削減0 20 40 60 80

2022年度

目標2023年度

実績2023年度

目標2024年度

目標2025年度

74

73

62

73

72

⼀���物��量の削減
�き�きエコマニュアルの活⽤
６期に作成したエコマニュアルを�き�き活⽤し、各
⾃が�識を働かせ、�期は順�に⽬標を�成できてい
たが、仕�業者が重油をドラム�に��する�に�き
こぼれが発⽣し、�掃作業のためウエスを�量に使⽤
したため、��物の量が��し⽬標�を上回ってしま
った。

�年度��は
�期は⽬標�成ペースで順�に�り�みを�められていたので、来期も��して⾏っていきたいと思います。
油が�きこぼれるなどのミスが�こると⼤量のウエスを使⽤しての�掃作業になるため、�内でも作業に�り掛か
る�はミスや事故が発⽣しないよう、⼿順の��と声掛けを�き�き⾏っていきます。

��使⽤量の削減
���識が�付き削減へ
６期に��トイレに切り替えたこともあり、⽬標を�
成することができました。
��にも��に�する掲⽰を��し、⽇ごろから�識
して�り�むようにしています。

�年度��は
前期に�き�き、�期も��して⽬標を�成することができました。
�内に��の�識が�付いてきたのだと�果を��で��しています。
�年度も�き�き��活動を��していくとともに、�内でも��を�りながら�駄があれば減らしていきたいと
思います。

ウエスも１度使って
���ではなく、再利⽤
可�なものは油流�時に
使⽤するなど使い�にも

⼯夫しています。

×



⽬標�成⼿� �成状況

・有�性物��り�い時の��の�⽰

・��の�の��

・作業ミスによる使⽤量��の�制

��と使い�地に��したオーダーメイド油�の開発

�年度��は
�期は�内の��に�⼒し、��や�品の在�保��の�理��にも�り�みました。
⼿�やゴーグルの�正な�⽤に�しては、�き�き声を掛けあっていきたいと思います。

��の�正�理
保�場�の�理��で作業も�率�
��の�の��、作業ミスによる使⽤量��は��し
て�り�みながら、��の保�場�の�理��を⾏い
作業の�率�を�ることができました。
また、�切な⼿�の使⽤・ゴーグルの�⽤も�掛けて
います。

オーダーメイド油�の開発と��

お��の事にベストマッチなオーダーメイド油�の開発にも⼒を�れています。
�内でもオーダーメイド油�に��したパンフレットを作成し、�業活動内で活⽤しています。
�⽰�等でもたくさんの�に当�の�り�みを知っていただきたいです。
�期は�念ながら間に�いませんでしたが、来期は��できるよう��していきます。

�年度��は
来期は�⽰�の��が決�しているので、それに向けての��をしていきたいと�えています。  
�⽰�を�してたくさんのお��に当�の�品の良さが�わればと思います。

01 02 03 04 05
使⽤��・ご��
など打ち�わせ。

ご��から油�を
��し、ご提�・
お⾒積。

��にサンプル油�
を使⽤してテスト�
⼯。
油�の�れ替えが必
�な場�も��。

テスト�⼯にご�
⾜いただけました
ら�品を��。

使⽤していただく
なかで、さらなる
�良や油�劣�時
のメンテナンスも
⾏います。

打ち�わせ ご提�・お⾒積 テスト�⼯ 採⽤・�品 �良・メンテナンス
テスト�⼯にて

�更が必�な場�は
再度打ち�わせ。

���に�した
⼿�

ゴーグルの使⽤



⽬標�成⼿� �成状況
・事��デスクトップPCの��
        �売�理システムの��

・５S活動の⽬的と��を��する

・１�作業スペース等のペンキ�り

・フォークリフト��研�

フォークリフト��研�に��
�まではすでに��のある�員のみに任せていたフォークリフトでの
作業ですが、有��者が不在の�は作業が⽌まってしまうなどの弊�
もありました。
そこで��は作業にあたる�ての�員にフォークリフト研�に��し
てもらい、��を�得してもらい�でも作業�内でフォークリフトが
操作できるようになり、業��率もアップしました。
また���得�援だけにとどまらず、�期的に�内でのチェックも⾏
い、��性に留�しています。

�年度��は
1�の作業スペースの�築を予�しており、それと�わせて�しい⼤型�械の��も決まっています。�築に�い
冷��率も良くなることが期待されるので、�酷な夏もより作業しやすくなればいいなと期待しています。

�内����
�売�理システム��で作業も�率�
�売�理システムを��することで、より�くの�員
が�内業�の流れを把�し、理�して��できる体制
を�えました。
５S活動の掲⽰を�やし、⽇�から�識して�り�める
ようにしました。
また５Sの⼀�として、１�スペースの�をGW前に�
員��で再��しました。

BEFOR AFTER

�暑�策
ここ�年は�暑で気温の上昇が５⽉ごろから�まり、
秋⼝になってもまだまだ暑い⽇が�いていました。
�に１回作業場は�に気温が上がりやすいため、従来
のスポットクーラーに�えて�期からファン付き作業
�を��しました。
2回事��には��タブレットや�⼝���などを常
�して�員の���理に�立てていました。



��される��制 ��される事項（��・物�・事業活動等）

 ��物処理� ⼀���物・�業��物（�プラ・�油等）

 浄��� 浄��の使⽤

 消��（��物） ��物の保�

 フロン���制� 業�⽤���の��

 ����事項 品��理

 グリーン購�� できる�り��物品等を�択するよう�める。

 �電リサイクル� エアコン・テレビ・冷��・冷凍�・洗��

������ �更なし ・ �更あり

����⽬標・�� �更なし ・ �更あり

��体制 �更なし ・ �更あり

������等の��状況の���び�価の�果、並びに��、��の有�

������制等の��状況の�価の�果、������制は��されていました。
なお、��、��等も��３年間ありませんでした。

代�者による�体の�価と⾒�し・指⽰

��事���の�⾏・��
年 １ 回 の � � を � し て 、 基 � 的 な � � � 理 に は
� � で きる よ う に な っ た と 思 い ま す。
事 前 に 消 � � の � � 場 � を � � し た マ ッ プ を 配
布 し 、 � � � 体 で � � と 使 ⽤ 期 � ・ 使 ⽤ � � な
ど を 再 度 � � し ま し た 。

電⼒・⾃動⾞�料・��については使⽤量が��しましたが、�員が1���した��が
�えられるため、前向きな�果と�えると思います。
�の��など ��内の５S活動は従業員同⼠が協⼒し�ってしっかりとできており、⾃�
たちの��を⾃�たちで良くしていく⾵⼟ができつつあると�じます。また、来�の�
からも�内が��になっていることを�価していただき、�員は�々やりがいを�じて
くれている��です。

�⽰���については、�念ながら申し�みが間に�わず��できなかったため、必ず
来期は��的に��したいと思います。

����と⾃�の発�が�しずつではありますが、共に�んでいることを��してお
り、��も��して�り�みを�めていきたいと思います。

ミライユ��は、
⽣�現場の「未来」を�ります。

CREATE�THE�FUTURE

株式会社ミライユ化学


